
工学部 
 
◯ディプロマ・ポリシー 

鹿児島大学工学部は、全学の学位授与の方針及び工学部の教育目標に鑑み、以下の能力

を身につけ、所定の単位を修得した者に学位を授与します。 
 
１．倫理観、価値観に対する理解を深め、多様な文化・社会・自然の係わり・工学関連分

野全体を総合的に把握し、専門領域を超える諸課題に挑戦することができる能力 
２．工学基盤、及び各専門分野における体系的学修、分野を横断する学際的学修により、

知識活用力、論理的思考力、課題探究力、問題解決力、情報発信力、コミュニケーシ

ョン力、生涯学習力、創造的思考力、職業力等を、地域社会及び国際社会において発

揮できる能力 
 
◯ カリキュラム・ポリシー 

鹿児島大学工学部は、「自主自律と進取の精神を有する学士（工学）」を育成するため、

教育内容の順次性・系統性に配慮した体系的編成の学位プログラムを構成する教育課程(教
養教育及び専門教育)において、以下のような方針による質の高い教育を、高等教育におけ

る単位制度の仕組みに基づき実践します。 
 
1. 初年次から卒業まで系統性のある教育課程の編成 
①幅広い視野と多様な価値観を育み、進取の精神を有する技術者・研究者として豊かな

人間性と倫理観を得させるため、教養教育を実施します。 
②高等学校教育からの連続性に留意しつつ、各専門分野の基礎から応用までの理論・技

能を修得し発展させるための汎用的な専門能力を得させるため、分野基盤教育、専門

教育を実施します。 
③工学知識・技術を発展させ新しい価値を創造する学際的な専門能力を得させるため、

複数の専門分野の融合領域を理解するための専門教育を実施します。 
④学修した知識・技能・学習方法等を総合的に活用し、諸課題の解決に応用する能力を

育成するため、工学分野全体を把握させる教育、研究活動を礎とする教育を展開しま

す。 
⑤高度情報化社会を生き抜くための情報基盤力を修得するため、基盤情報教育を実    

施します。 
⑥地域社会及び国際社会において進取の気風をもって活躍できるよう、コミュニケーシ

ョン能力、生涯学習力、創造的思考力、就業力を向上させる教育を推進します。 
 
2. 目的・目標に応じた方法による教育の実施  

学位授与の方針に掲げる能力を育成するために、各科目の目的・目標に応じた方法によ

る教育活動を行います。 
 
3. 厳格な成績評価の実現  

各科目において教育・学修目標と評価基準を明確に示し、厳格な成績評価を行います。 



◯アドミッション・ポリシー 
＜工学部の教育目標＞ 
知識基盤社会を先導する工学部は、高度な専門職業人の養成教育において、ひとりひと

りの学生が自ら向上心をもって主体的に学修し、困難に立ち向かう「自主自律と進取の精

神を有する学士（工学）」の育成を目指します。そのため、次の教育の目標を掲げます。 
 
１． 「ものづくり」において地域社会及び国際社会で活躍できる技術者・研究者を目指す

学生に、幅広い教養と高度な専門能力を育みます。 
２．獲得した知識や技術等を統合的に活用することにより、人類社会や文化と自然との調

和ある発展に貢献する能力を養います。 
３．高度な工学技術や知識を、実社会における課題解決のために応用できる創成能力を養

います。 
４．豊かな人間性と普遍的な倫理観に基づき、自ら向上心をもって次代を切り拓く力を養

います。 
５．社会的な責任を担いつつ、グローバルな教養人として生涯にわたって自己研鑽に取り

組む力を養います。 
 
＜入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）＞ 
１．求める人材像 

工学部は、本学部の教育目標に共感できる次のような人を、国内外から広く求めてい

ます。 
・ 工学部の学位授与の方針を達成できる基礎学力ないしは素養のある人 
・ 工学の面白さを学びたい、ものづくりに取り組んでみたい、技術開発に挑戦したい

等の夢をもつ人 
・ 自ら考え、主体的に学修する目的意識が明確で、そのための学修意欲が高い人 

 
２．入学前に身につけて欲しいこと 

高等学校レベルの国語、地歴、公民、数学、理科、外国語などの基礎学力のほか、特

に各学科の各プログラムでの専門教育に対応できる数学、理科の知識と能力が必要とな

ります。高等専門学校等から編入学する場合、高等専門学校レベルの一般教養、数学、

英語などの基礎学力のほか、各学科の各プログラムでの専門教育に対応できる専門教育

科目の基礎的な知識と能力が必要となります。 
 
３．入学者選抜の基本方針 

工学部では、一般選抜（前期日程・後期日程）、学校推薦型選抜Ⅰ、学校推薦型選抜Ⅱ、

自己推薦型選抜、私費外国人学部留学生選抜、国際バカロレア選抜により入学者を選抜

します。 
また、高等専門学校等からの編入学では、『推薦による選抜』と『学力検査による選抜』

により編入学者を選抜します。 
・ 「一般選抜（前期日程）」では、大学入学共通テストで５教科７科目、個別学力検査

で数学、理科及び外国語を課し、基礎学力・思考力などを評価し、全プログラムと



先進工学科の括り枠の間で第２・第３志望を認めて選抜します。 
・ 「一般選抜（後期日程）」では、大学入学共通テストで３教科５科目、個別学力検査

で小論文を課し、基礎学力・論理的思考力などを評価し、全プログラム間で第２・

第３志望を認めて選抜します。 
・ 「学校推薦型選抜Ⅰ」では、大学入学共通テストを免除し、個別学力検査で面接な

どを課し、高校の調査書を含め、基礎学力、学習意欲、目的意識などを評価し選抜

します。 
・ 「学校推薦型選抜Ⅱでは、大学入学共通テストに加え、個別学力検査で面接などを

課し、高校の調査書を含め、基礎学力、学習意欲、目的意識などを評価し選抜しま

す。 
・ 「自己推薦型選抜」では、大学入学共通テストに加え、個別学力検査で講義型試験

を課し、高校の調査書を含め、基礎学力、学習意欲、目的意識などを評価し選抜し

ます。 
・ 「私費外国人学部留学生選抜」では、個別学力検査で面接を課し、基礎学力、日本

語能力、学習意欲、目的意識などを総合的に評価し選抜します。 
・ 「国際バカロレア選抜」では、IB 最終試験６科目の成績、志望理由書などの書類審

査により、基礎学力・論理的思考力・表現力などの能力、学習意欲、目的意識など

を評価し選抜します。 
・ 「編入学の『推薦による選抜』」では、面接などを課し、高等専門学校長の推薦書・

調査書、成績証明書を含め、基礎学力、学習意欲、目的意識などを評価し選抜しま

す。 
・ 「編入学の『学力検査による選抜』」では、専門教育科目などの学力検査、面接など

を課し、基礎学力、学習意欲、目的意識などを評価し選抜します。 
 


